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  （百万円未満切捨て）
１．平成27年３月期の連結業績（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
27年３月期 40,555 △3.1 1,451 90.6 1,781 136.8 899 9.3 

26年３月期 41,867 2.6 761 98.3 752 103.7 823 430.6 
 
（注）包括利益 27年３月期 1,143 百万円 （43.4％）   26年３月期 797 百万円 （38.3％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
27年３月期 43.69 － 15.3 5.8 3.6 

26年３月期 39.98 － 16.6 2.5 1.8 
 
（参考）持分法投資損益 27年３月期 － 百万円   26年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
27年３月期 31,219 7,593 20.6 312.05 
26年３月期 29,762 6,426 18.0 260.72 

 
（参考）自己資本 27年３月期 6,425 百万円   26年３月期 5,369 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 
27年３月期 2,548 △101 △524 7,071 

26年３月期 1,933 △34 △1,527 4,932 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
26年３月期 － － － － － － － － 
27年３月期 － － － 4.00 4.00 82 9.2 1.4 
28年３月期（予想） － － － 4.00 4.00   16.5   
 
 
３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 18,000 6.6 270 △19.0 200 △57.2 130 △45.6 6.31 

通期 46,000 13.4 1,100 △24.2 900 △49.5 500 △44.4 24.28 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期 22,072,850 株 26年３月期 22,072,850 株 

②  期末自己株式数 27年３月期 1,480,384 株 26年３月期 1,477,474 株 

③  期中平均株式数 27年３月期 20,594,468 株 26年３月期 20,596,907 株 
 

 
（参考）個別業績の概要 
１．平成27年３月期の個別業績（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期 28,763 △2.3 1,059 101.0 1,407 149.3 778 5.6 

26年３月期 29,431 △1.4 527 60.8 564 71.2 737 792.2 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期 37.41 － 

26年３月期 35.42 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
27年３月期 22,977 4,381 19.1 210.48 
26年３月期 22,624 3,434 15.2 164.96 

 
（参考）自己資本 27年３月期 4,381 百万円   26年３月期 3,434 百万円 
 
２．平成28年３月期の個別業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 13,000 5.2 150 △68.2 100 △61.7 4.80 

通期 32,000 11.3 600 △57.4 400 △48.6 19.21 
 
 
※  監査手続の実施状況に関する表示 

・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。 

 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関する分
析」をご覧ください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

 当連結会計年度における我が国経済は、日銀による金融緩和や政府による財政政策などを背景に株価上昇や円安

傾向が継続し、輸出関連企業を中心に企業収益が回復し雇用環境にも改善が見られ、緩やかに回復しました。一

方、円安に伴う輸入原材料価格の上昇や消費増税の影響による個人消費の伸び悩み、新興国経済の減速など、依然

として先行きは不透明で本格的な景気上昇には至りませんでした。 

 建設業界におきましては、公共建設投資は、インフラ整備や復興関連工事等が堅調に推移し、民間建設投資も、

企業収益改善による設備投資等非住宅投資が増加しました。一方、技術者・労働者不足による労務単価の上昇や、

高止まりが続く資材価格等、収益環境は引き続き厳しい状況が続きました。 

 このような状況の中、当社グループは限られた経営資源を有効に活用し、お客様の更なる信頼と満足に応える企

業を目指し、技術・品質・価格の総合的な競争力の向上に努め、受注と利益の確保に取り組んでまいりました。 

 その結果、当連結会計年度の業績は、受注高は48,513百万円（前年同期比23.8％増）となりましたが、売上高

は、40,555百万円（前年同期比3.1％減）となりました。利益につきましては、営業利益は、工事採算の改善と、

貸倒引当金繰入額の減少で、1,451百万円（前年同期比90.6％増）、経常利益は支払利息等の営業外費用の削減と

為替差益により、1,781百万円（前年同期比136.8％増）となり、当期純利益は、899百万円（前年同期比9.3％増）

となりました。

 

（建築事業）

 国内の建築工事は、医療福祉施設・工場等の生産施設・集合住宅等の民間建築に注力し、受注高は前年を大きく

上回りましたが、売上高は期初の繰越工事が少なかったこともあり、前年を下回り20,389百万円となりました。セ

グメント利益は工事採算の改善により前年を上回り1,449百万円となりました。

 

（土木事業）

 国内の土木工事は、復興関連工事・橋脚耐震改修等の防災関連工事が順調に進捗し、売上・利益とも前年同期を

上回る成績を残すことができました。売上高は15,266百万円、セグメント利益は1,366百万円となりました。

 

（海外事業）

 海外工事はＯＤＡ工事は前年を下回りましたが、タイ現地法人が連結対象となり、売上高は3,661百万円、セグ

メント利益は72百万円と、売上・利益とも前年を上回りました。

 

（不動産事業）

 不動産事業による売上高は467百万円、セグメント利益は261百万円となりました。

 

（その他の事業）

 資機材の販売・賃貸など、その他の事業における売上高は770百万円、セグメント利益は132百万円となりまし

た。 
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（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末の総資産につきましては、完成工事未収入金の減少や未成工事支出金の増加により、前連結会

計年度末に比べ、1,456百万円増加し、31,219百万円となりました。

 負債につきましては短期借入金の減少、長期借入金の増加により、前連結会計年度末に比べ、290百万円増加

し、23,626百万円となりました。

 純資産につきましては、繰越利益剰余金が増加して、前連結会計年度に比べ1,166百万円増加し、7,593百万円と

なりました。

 

② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物は7,071百万円となり、前連結会計年度末に比べ、2,139百万円増

加しました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 税金等調整前当期純利益を1,547百万円計上できたことに加え、売上債権の減少2,202百万円等により、営業活動

によるキャッシュ・フローは、2,548百万円の増加となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 有形固定資産の取得などにより、投資活動によるキャッシュ・フローは、101百万円の減少となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 短期借入れによる収入37,552百万円、短期借入金の返済による支出40,500百万円及び長期借入れによる収入

5,200百万円、長期借入金の返済による支出2,424百万円により、借入金の純減は172百万円となりました。この結

果、財務活動によるキャッシュ・フローは524百万円の減少となりました。

 

 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期

自己資本比率（％） 20.1 14.1 15.5 18.0 20.6

時価ベースの

自己資本比率（％）
7.9 6.5 5.8 9.4 13.1

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
10.6 18.8 35.7 4.6 2.5

インタレスト・カバレ

ッジ・レシオ（倍）
4.5 2.4 1.6 12.3 20.1

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を

対象としています。
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、利益は「株主への還元」、「安定的な配当の維持」及び「長期的な視野に立った企業体質の強化」にバ

ランスよく配分する事が重要であると考えております。したがって、企業価値を高め、将来的な発展を視野に入れ

た利益配分を基本としております。

 当社は平成24年3月期の大幅な純損失により、誠に遺憾ながら3期にわたり無配となり、株主の皆様にはご迷惑を

おかけしてまいりました。その間、業績の改善に努めた結果、分配可能な剰余金積立を確保することが出来ました

ので、当期の配当につきましては、継続的な成長のための適正な内部留保、及び当面の業績見通し等を総合的に勘

案し、1株当たり4円の配当を予定しております。また、次期の配当につきましても、年間配当金4円とさせていた

だく予定であります。 
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２．企業集団の状況

事業の系統図は、次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

 当社および当社グループ各社は「友愛」を社是とし、主力である建設事業を通じて社会の安定と発展に貢献する

ことを基本姿勢としています。単に利潤最大化の追求を目的とせず、あらゆるステークホルダー（お客様、株主、

従業員、取引先など）に対して適切な意思決定を行い、最適な利潤を安定的に蓄積していけるゴーイングコンサー

ン（永続企業）を目指してまいります。

 

（２）目標とする経営指標

 当社グループは安定した最適利潤の確保を通じて企業価値の向上を目指しております。外部環境の変化に対応で

きる、バランスのとれた総合力を強化するため、生産性と収益性を重視する体制をとっております。したがって経

営指標としましては、総資本対経常利益率並びに売上高経常利益率の向上に取り組んでおります。

 

（３）中長期的な会社の経営戦略と会社の対処すべき課題

 当社グループは前連結会計年度より第9次三か年計画をスタートさせ、社員が意欲を持って活躍できる体制の構

築や、あらゆる外部環境の局面に堪えうる企業体質の構築、およびステークホルダーの満足度を高める利益の還元

を基本方針に掲げ取り組んでおります。 

 これらの戦略を達成するために対処すべき課題は、人事制度の改革や教育システムによる能力開発・人材育成、

また、変化する公共工事発注システムへの対応強化、コスト低減・提案力強化などの継続的な原価削減努力による

価格競争力の強化など、高水準の売上総利益率の実現であります。 

 事業戦略は従来通り、得意分野、得意エリアに経営資源を集中し、これまで培ってきた海外工事・維持修繕・

PFI・特殊技術等の分野を伸ばし、また、リニア新幹線や東京オリンピックなどの大規模プロジェクト関連工事へ

のチャレンジも視野に入れ、地域的には中部地区および東日本・首都圏を中心に事業を展開してまいります。第9

次三か年計画の最終年度に当たり、更なる内部経営資源の充実を図り、グループ内の連携強化を進め、一体となっ

て強い収益基盤の確立と高い生産性の実現を目指してまいります。
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４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び国内の同業他社との比較可能性を考慮し、会計基準につきまし

ては日本基準を適用しております。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,244,478 7,359,027 

受取手形・完成工事未収入金等 13,457,334 11,425,747 

販売用不動産 176,399 670,390 

未成工事支出金 696,817 1,446,111 

不動産事業支出金 154,696 - 

商品及び製品 2,722 4,273 

材料貯蔵品 9,748 4,104 

繰延税金資産 313,199 250,071 

その他 1,097,653 1,125,851 

貸倒引当金 △388,385 △12,025 

流動資産合計 20,764,665 22,273,552 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 4,044,976 3,865,273 

減価償却累計額 △2,299,780 △2,329,264 

建物及び構築物（純額） 1,745,195 1,536,009 

機械装置及び運搬具 384,807 384,922 

減価償却累計額 △311,952 △276,340 

機械装置及び運搬具（純額） 72,855 108,582 

船舶 77,926 77,926 

減価償却累計額 △49,581 △54,047 

船舶（純額） 28,345 23,878 

工具、器具及び備品 189,294 168,088 

減価償却累計額 △175,903 △153,749 

工具、器具及び備品（純額） 13,391 14,339 

土地 4,615,766 4,710,934 

建設仮勘定 － 48,738 

その他 3,960 3,960 

減価償却累計額 △462 △1,254 

その他（純額） 3,498 2,706 

有形固定資産合計 6,479,052 6,445,187 

無形固定資産    

その他 104,378 88,680 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,689,813 1,735,143 

長期貸付金 278,669 281,486 

繰延税金資産 107,658 55,957 

長期未収入金 343,716 338,520 

破産更生債権等 18,421 10,637 

その他 172,128 209,514 

貸倒引当金 △195,748 △219,255 

投資その他の資産合計 2,414,660 2,412,003 

固定資産合計 8,998,091 8,945,871 

資産合計 29,762,756 31,219,424 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 10,771,231 9,171,252 

電子記録債務 - 1,448,145 

短期借入金 6,427,135 4,084,368 

1年内償還予定の社債 324,400 258,400 

未払法人税等 232,548 453,571 

未成工事受入金 1,797,630 2,288,680 

完成工事補償引当金 144,070 157,942 

工事損失引当金 100,835 359,944 

賞与引当金 102,290 119,535 

その他 623,702 542,497 

流動負債合計 20,523,843 18,884,338 

固定負債    

社債 661,600 403,200 

長期借入金 1,445,065 3,618,174 

長期未払金 48,291 37,240 

再評価に係る繰延税金負債 109,385 98,785 

環境対策引当金 2,394 2,394 

退職給付に係る負債 396,786 445,643 

資産除去債務 9,279 9,446 

その他 139,255 127,095 

固定負債合計 2,812,056 4,741,979 

負債合計 23,335,900 23,626,317 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,368,032 2,368,032 

資本剰余金 1,527,310 1,527,310 

利益剰余金 1,933,627 2,817,832 

自己株式 △163,800 △164,302 

株主資本合計 5,665,169 6,548,872 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 212,342 364,770 

土地再評価差額金 △553,462 △542,862 

為替換算調整勘定 － 11,211 

退職給付に係る調整累計額 45,501 43,803 

その他の包括利益累計額合計 △295,618 △123,077 

少数株主持分 1,057,305 1,167,311 

純資産合計 6,426,856 7,593,106 

負債純資産合計 29,762,756 31,219,424 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高    

売上高合計 41,867,972 40,555,001 

売上原価    

売上原価合計 39,077,593 37,410,242 

売上総利益 2,790,378 3,144,758 

販売費及び一般管理費 2,029,239 1,693,684 

営業利益 761,139 1,451,073 

営業外収益    

受取利息及び配当金 34,354 51,889 

為替差益 155,666 429,819 

その他 46,568 37,552 

営業外収益合計 236,589 519,261 

営業外費用    

支払利息 155,350 132,344 

支払保証料 53,357 25,253 

その他 36,917 31,421 

営業外費用合計 245,625 189,019 

経常利益 752,102 1,781,315 

特別利益    

固定資産売却益 10,752 7,509 

投資有価証券売却益 1,225 76,250 

その他 - 187 

特別利益合計 11,978 83,947 

特別損失    

固定資産除売却損 3,387 4,715 

関係会社株式評価損 27,029 - 

減損損失 2,177 225,505 

厚生年金基金解散損失 - 86,681 

その他 915 740 

特別損失合計 33,509 317,642 

税金等調整前当期純利益 730,571 1,547,621 

法人税、住民税及び事業税 237,863 517,319 

法人税等調整額 △365,781 68,136 

法人税等合計 △127,917 585,455 

少数株主損益調整前当期純利益 858,488 962,165 

少数株主利益 34,977 62,389 

当期純利益 823,511 899,776 
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（連結包括利益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 858,488 962,165 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,964 152,507 

繰延ヘッジ損益 △59,132 － 

土地再評価差額金 － 10,599 

為替換算調整勘定 － 19,808 

退職給付に係る調整額 － △1,697 

その他の包括利益合計 △61,096 181,218 

包括利益 797,392 1,143,384 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 762,389 1,070,942 

少数株主に係る包括利益 35,002 72,441 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,368,032 1,527,310 1,110,116 △163,478 4,841,980 

会計方針の変更による累積
的影響額           

会計方針の変更を反映した当
期首残高 2,368,032 1,527,310 1,110,116 △163,478 4,841,980 

当期変動額           

当期純利益     823,511   823,511 

自己株式の取得       △322 △322 

連結範囲の変動           

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 823,511 △322 823,189 

当期末残高 2,368,032 1,527,310 1,933,627 △163,800 5,665,169 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 繰延ヘッジ損益 

土地再評価差
額金 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 214,332 59,132 △553,462 － △279,998 1,026,823 5,588,805 

会計方針の変更による累積
的影響額               

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

214,332 59,132 △553,462 － △279,998 1,026,823 5,588,805 

当期変動額               

当期純利益             823,511 

自己株式の取得             △322 

連結範囲の変動               

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△1,989 △59,132 － 45,501 △15,620 30,482 14,862 

当期変動額合計 △1,989 △59,132 － 45,501 △15,620 30,482 838,051 

当期末残高 212,342 － △553,462 45,501 △295,618 1,057,305 6,426,856 
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,368,032 1,527,310 1,933,627 △163,800 5,665,169 

会計方針の変更による累積
的影響額     △26,292   △26,292 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

2,368,032 1,527,310 1,907,335 △163,800 5,638,877 

当期変動額           

当期純利益     899,776   899,776 

自己株式の取得       △502 △502 

連結範囲の変動     10,721   10,721 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計     910,497 △502 909,995 

当期末残高 2,368,032 1,527,310 2,817,832 △164,302 6,548,872 

 

               

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 212,342 △553,462 － 45,501 △295,618 1,057,305 6,426,856 

会計方針の変更による累積
的影響額             △26,292 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

212,342 △553,462 － 45,501 △295,618 1,057,305 6,400,564 

当期変動額               

当期純利益             899,776 

自己株式の取得             △502 

連結範囲の変動             10,721 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

152,427 10,599 11,211 △1,697 172,540 110,006 282,546 

当期変動額合計 152,427 10,599 11,211 △1,697 172,540 110,006 1,192,542 

当期末残高 364,770 △542,862 11,211 43,803 △123,077 1,167,311 7,593,106 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 730,571 1,547,621 

減価償却費 155,305 179,878 

減損損失 2,177 225,505 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 138,746 △352,852 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 40,619 13,871 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 20,463 259,109 

賞与引当金の増減額（△は減少） 43,477 17,244 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △457,082 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 442,287 30,505 

受取利息及び受取配当金 △34,354 △51,889 

支払利息 156,694 132,344 

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △1,225 △76,250 

固定資産売却損益（△は益） △9,204 △7,509 

固定資産除却損 1,838 4,715 

売上債権の増減額（△は増加） 107,741 2,202,373 

立替金の増減額（△は増加） △279,736 233,494 

たな卸資産の増減額（△は増加） △42,085 △1,084,495 

仕入債務の増減額（△は減少） 537,273 △530,486 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 280,438 394,986 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 252,794 △165,148 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △23,025 △70,071 

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,746 1,290 

為替差損益（△は益） △10,876 △15,497 

その他 50,622 38,024 

小計 2,105,208 2,926,763 

利息及び配当金の受取額 33,470 52,302 

利息の支払額 △157,173 △126,769 

法人税等の支払額 △48,220 △303,475 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,933,285 2,548,820 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △201,060 △303,871 

定期預金の払戻による収入 243,632 328,440 

有形固定資産の取得による支出 △97,591 △774,468 

有形固定資産の売却による収入 25,408 412,785 

無形固定資産の取得による支出 △2,650 △2,334 

投資有価証券の取得による支出 △2,017 △1,303 

投資有価証券の売却による収入 15,363 230,028 

貸付けによる支出 △51,118 △35,709 

貸付金の回収による収入 43,177 46,080 

その他の収入 15,456 18,057 

その他の支出 △23,406 △19,062 

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,806 △101,358 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 40,295,120 37,552,938 

短期借入金の返済による支出 △41,271,459 △40,500,251 

長期借入れによる収入 1,400,000 5,200,000 

長期借入金の返済による支出 △1,832,772 △2,424,706 

社債の発行による収入 294,423 － 

社債の償還による支出 △395,000 △324,400 

自己株式の取得による支出 △322 △502 

配当金の支払額 △29 △312 

少数株主への配当金の支払額 △2,100 △7,000 

リース債務の返済による支出 △15,001 △20,095 

その他 － △423 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,527,140 △524,751 

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,875 15,542 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 382,213 1,938,253 

現金及び現金同等物の期首残高 4,549,828 4,932,041 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 200,863 

現金及び現金同等物の期末残高 4,932,041 7,071,158 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」と

いう。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26

日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本

文に掲げられた定めについて当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間から退職給付支払ごとの支払見込期間を反映するものに変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当

連結会計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が40,763千円増加し、利益剰余金が26,292千円減

少しております。

 また、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

 なお、当連結会計年度の１株当たり純資産額及び１株当り当期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、最高経営意思

決定機関が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

 当社は、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品・サービスについて国

内及び海外の包括的な戦略を立案し、国内外で展開する建設事業を中心として、それに関連する事業を展

開しております。

 従って、当社は事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、国内での建築

工事に関する事業により構成される「建築セグメント」、土木工事に関する事業により構成される「土木

セグメント」、海外での工事に関する事業により構成される「海外セグメント」及び不動産の売買・賃貸

等に関する事業により構成される「不動産セグメント」の４つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額の算定方法

 報告セグメントの利益は、売上総利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は

市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  建築 土木 海外 不動産 計 

売上高              

外部顧客への売上高 22,432,989 14,747,745 3,383,535 508,692 41,072,962 795,009 41,867,972 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
26,273 47,112 － 104,892 178,278 537,140 715,418 

計 22,459,263 14,794,857 3,383,535 613,584 41,251,240 1,332,150 42,583,390 

セグメント利益 1,403,985 1,098,925 15,263 257,366 2,775,540 105,779 2,881,320 

（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、資機材賃貸事業及び資機材販売事業

等を含んでおります。

 

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  建築 土木 海外 不動産 計 

売上高              

外部顧客への売上高 20,389,580 15,266,084 3,661,765 467,530 39,784,960 770,040 40,555,001 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
13,963 251,898 － 109,781 375,642 1,289,081 1,664,724 

計 20,403,543 15,517,982 3,661,765 577,312 40,160,603 2,059,122 42,219,726 

セグメント利益 1,449,182 1,366,807 72,449 261,775 3,150,216 132,971 3,283,187 

（注） 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、資機材賃貸事業及び資機材販売事業

等を含んでおります。

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 41,251,240 40,160,603

「その他」の区分の売上高 1,332,150 2,059,122

セグメント間取引消去 △715,418 △1,664,724

連結財務諸表の売上高 41,867,972 40,555,001

 

（単位：千円）
 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,775,540 3,150,216

「その他」の区分の利益 105,779 132,971

セグメント間取引消去 △90,941 △138,428

連結財務諸表の売上総利益 2,790,378 3,144,758
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 260.72円 312.05円

１株当たり当期純利益金額 39.98円 43.69円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益（千円） 823,511 899,776

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 823,511 899,776

普通株式の期中平均株式数（株） 20,596,907 20,594,468

 

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当連結会計年度

（平成27年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 6,426,856 7,593,106

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 1,057,305 1,167,311

（うち少数株主持分（千円）） （1,057,305） （1,167,311）

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 5,369,551 6,425,795

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株）
20,595,376 20,592,466

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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６．その他

(１)役員の異動

 

 当社は、平成27年４月27日開催の取締役会において、下記のとおり役員の異動について決議いたしましたの

でお知らせいたします。なお、本役員の異動は、平成27年４月27日「役員の異動に関するお知らせ」にて開示

済みであり、平成27年６月26日開催予定の第70回定時株主総会において、正式に決定される予定です。

 

①代表者の異動 

  該当事項はありません。 

 

②その他の役員の異動 

 ・新任取締役候補 

   社外取締役  木全 誠 （現 社外監査役） 

   社外取締役  南木 通 （現 社外監査役） 

 

 ・退任予定取締役 

  該当事項はありません。 

 

 ・新任監査役候補 

   （非常勤）社外監査役  大引 和也 

   （非常勤）社外監査役  水越 洋 

 

 ・退任予定監査役 

   （常 勤）社外監査役  筒井 哲夫 

   （非常勤）社外監査役  木全 誠 

   （非常勤）社外監査役  南木 通 

 

③就任予定日 

  平成27年６月26日 
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(２)受注高、売上高及び次期繰越高の状況

 

①受注高 

連結 

区分 

前連結会計年度 当連結会計年度 

比較増減 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日 

至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 
前年同期比

（％） 

 建設事業        

土木工事 16,677,852 19,822,917 3,145,065 18.9 

建築工事 22,507,722 28,691,082 6,183,359 27.5 

合 計 39,185,574 48,513,999 9,328,425 23.8 

 

個別 

区分 

前事業年度 当事業年度 

比較増減 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日 

至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 
前年同期比

（％） 

 建設事業        

土木工事 11,732,107 14,729,187 2,997,080 25.5 

建築工事 17,155,659 18,611,590 1,455,931 8.4 

合 計 28,887,766 33,340,777 4,453,011 15.4 

 

 

 

 

②売上高 

連結 

区分 

前連結会計年度 当連結会計年度 

比較増減 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日 

至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 
前年同期比

（％） 

 建設事業        

土木工事 17,654,509 16,698,086 △956,422 △5.4 

建築工事 22,909,760 22,619,344 △290,416 △1.3 

建設事業 計 40,564,269 39,317,430 △1,246,839 △3.1 

その他 1,303,702 1,237,571 △66,131 △5.1 

合 計 41,867,972 40,555,001 △1,312,970 △3.1 
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個別 

区分 

前事業年度 当事業年度 

比較増減 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日 

至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 
前年同期比

（％） 

 建設事業        

土木工事 13,205,740 11,907,614 △1,298,126 △9.8 

建築工事 15,964,020 16,584,972 620,952 3.9 

建設事業 計 29,169,761 28,492,586 △677,174 △2.3 

その他 261,355 270,809 9,954 3.6 

合 計 29,431,116 28,763,396 △667,720 △2.3 

 

 

③次期繰越高 

連結 

区分 

前連結会計年度 当連結会計年度 

比較増減 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日 

至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 
前年同期比

（％） 

 建設事業        

土木工事 13,567,525 16,692,356 3,124,831 23.0 

建築工事 14,420,174 21,429,196 7,009,022 48.6 

合 計 27,987,699 38,121,552 10,133,853 36.2 

 

個別 

区分 

前事業年度 当事業年度 

比較増減 （自 平成25年４月１日 （自 平成26年４月１日 

至 平成26年３月31日） 至 平成27年３月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円） 
前年同期比

（％） 

 建設事業        

土木工事 9,794,389 12,615,692 2,821,573 28.8 

建築工事 12,554,277 14,580,895 2,026,617 16.1 

合 計 22,348,666 27,196,857 4,848,191 21.7 
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（３）受注の状況（個別）

 

①受注高

  受注高

平成27年3月期 当事業年度 33,340 百万円 15.4 ％

平成26年3月期 前事業年度 28,887 百万円 13.8 ％

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率であります。

 

（参考）受注実績内訳

区分

平成26年３月期

前事業年度

平成27年３月期

当事業年度
比較増減 増減率

百万円 （％） 百万円 （％） 百万円 ％

建

 

設

 

事

 

業

土木

官公庁 10,818 (37.4) 13,364 (40.1) 2,545 23.5

民間 913 (3.2) 1,364 (4.1) 451 49.3

計 11,732 (40.6) 14,729 (44.2) 2,997 25.5

建築

官公庁 1,773 (6.1) 4,767 (14.3) 2,994 168.8

民間 15,382 (53.2) 13,843 (41.5) △1,538 △10.0

計 17,155 (59.4) 18,611 (55.8) 1,455 8.4

合計

官公庁 12,591 (43.6) 18,131 (54.4) 5,539 43.9

民間 16,295 (56.4) 15,208 (45.6) △1,086 △6.6

計 28,887 (100.0) 33,340 (100.0) 4,453 15.4

（注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率であります。

 

 

②受注予想

  受注高

平成28年３月期 次事業年度 31,000 百万円 △7.0 ％

（注）パーセント表示は、当期比増減率であります。

 

 

- 22 -

徳倉建設㈱ （1892）　平成27年３月期　決算短信


